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We have been working on the grand theme of the sophisticated earthquake risk evaluation as a main purpose of the 

newly-settled laboratory by the donation fund from the Hanshin Consultants Co. Ltd in 2018. After six years of 

various research activities as the sophisticated earthquake risk evaluation laboratory, we have many achievements 

on that regard. We have also extracted several remaining problems to which we need to further investigate for more 

quantitative solutions. This report summarizes what we have done and what we have not for these six years. We 

really hope that someone will follow our lead for more sophisticated earthquake risk evaluation in future. 

 

１．はじめに 

我々は 2018 年 4 月から阪神コンサルタンツ殿

からの寄附金を受けて、当初 3 年間の予定で防災

研究所社会防災研究部門地震リスク評価高度化研

究分野として寄附研究部門として発足した。これ

を Phase-I とするが、その後さらに 3年間の単年

度ごとの継続申請を繰り返して（それを Phase-II

とする）都合 6 年間の研究活動を継続してきた。

その目的は「複雑化している地震災害のリスク評

価とその低減策に関し、近年の地震及びそれに伴

う被害事例調査や地球物理学的・地形地質学的調

査に基づき理論的・実証的な評価体系の高度化を

はかる」ことである。本報告ではその概要につい

てまず報告し、一部成果を紹介するとともに、そ

の研究成果から抽出した残された課題を呈示する。 

 

２．Phase-Iの研究課題 

Phase-I の研究課題は大きく２つに分けられ、

それぞれが 3～4 個のサブテーマから構成される。 

（１）熊本地震の震源特性と地盤特性・建物被害

に関する研究 

（１－１）強震動予測レシピに従ったキネマティ

ック震源インバージョン 

（１－２）強震動バックプロジェクション法によ

る短周期生成領域の同定 

（１－３）益城町役場周辺での強震波形の再現と

被害シミュレーション 

（２）強震動予測手法に立脚した地震リスク評価

手法に関する研究 

（２－１）拡散波動場理論による地震基盤での地

震動評価 

（２－２）運動学的インバージョン結果による滑

り量と地震規模との関係 

（２－３）動的破壊シミュレーション結果による

断層幅と地震発生層との関係 

（２－４）被害インバージョンによる歴史地震の

断層パラメタ再評価 

 

３．Phase-Iの研究課題 

（１）震源の動的破壊シミュレーションに基づいた新し

い強震動予測レシピのプロトタイプ構築  

（２）硬質岩盤上の観測記録を用いた速度構造・サイト

特性の抽出 

（３）海溝型巨大地震のスケーリング則の再評価と滑り

の不均質性を考慮した予測強震動の不確かさ評価 

（４）被害インバージョンによる強震観測以前の地震の

断層パラメタ評価 

（５）地震基盤から上の速度構造・サイト特性および地

震基盤波の推定手法の国際展開 

（６）トルコ南東部の地震に対する地盤増幅特性の把握

と構造物被害との関係（2023年度のみ） 

     

４．残された研究課題 

 残された研究課題を色々見出したので発表時に

呈示する。



 


